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開館時間と休館日
＜開館時間＞  火～金 9：30 ～ 18：00
　　　　　  土・日9：30 ～ 17：00
 ＜定 休 日＞   月曜日・祝祭日・年末年始

◇ 図書館カレンダー ◇

の日は休館です。

図書館
ニュース

らいぶらりいブックレビュー
こんなのもあります

旬の本・話題の本・意外な本

2/28 日 10:30～おはなしひろば
3/1 月 月曜休館
2 火
3 水 移動図書館車①コース
4 木 10:30～絵本とわらべうたの会
5 金 移動図書館車②コース
6 土
7 日 10:30～おはなしひろば
8 月 月曜休館
9 火
10 水 移動図書館車③コース
11 木 10:30～絵本とわらべうたの会
12 金 移動図書館車④コース　
13 土
14 日 10:00～ブックスタート
15 月 月曜休館
16 火
17 水 移動図書館車①コース
18 木 10:30～絵本とわらべうたの会
19 金 移動図書館車②コース
20 土
21 日 祝日休館（春分の日）
22 月 月曜休館
23 火
24 水 移動図書館車③コース
25 木 10:30～絵本とわらべうたの会
26 金 移動図書館車④コース
27 土
28 日 10:30～おはなしひろば
29 月 月曜休館
30 火

新 着 図 書 案 内

よ
み
も
の

セ
ラ
ピ
ー
ド
ッ
ク
の
世
界　

フ
ァ
ー
ス
ト
ク
ラ
ス
に
乗
る
人
の
シ
ン
プ
ル
な
習
慣

そ
れ
で
も
、
日
本
人
は
「
戦
争
」
を
選
ん
だ

日
本
史
有
名
人
の
臨
終
図
鑑　

「
県
境
」
の
秘
密　

趙
紫
陽
極
秘
回
想
録　

公
正
証
書
活
用
の
し
か
た
と
作
成
の
手
引
き

グ
リ
ー
ン
資
本
主
義　

人
を
助
け
る
と
は
ど
う
い
う
こ
と
か　

な
ぜ
手
取
り
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こ
ん
な
に
少
な
く
な
る
の
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欲
望
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ゆ
く
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教
育
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真
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秘
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か
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０
０
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も
を
ネ
ッ
ト
か
ら
守
り
、
ネ
ッ
ト
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育
て
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マ
シ
ュ
マ
ロ
ブ
ッ
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地
球
温
暖
化
で
日
本
農
業
は
ど
う
変
わ
る

旬
を
お
い
し
く
楽
し
む
チ
ー
ズ
の
事
典

よ
く
わ
か
る
ホ
テ
ル
業
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（
最
新
業
界
の
常
識
） 大

木
ト
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美
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あ
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篠
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右
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光
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Ｈ
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光
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本
間
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井
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生
活
・
社
会
・
趣
味

特
殊
技
法
で
学
ぶ
水
墨
画　

大
向
う
の
人
　々

言
語
・
文
化
・
教
育
の
融
合
を
目
指
し
て

青
山
栄
次
郎
伝

八
ツ
場
ダ
ム

生
き
残
る
判
断
生
き
残
れ
な
い
行
動

法
隆
寺
を
歩
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最
新
版
わ
か
り
や
す
い
ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル

久
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山
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生
井　

健
一

林　

信
吾

鈴
木　

郁
子

アマンダ・リプリー
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和

高
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隆
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大
活
字
本
シ
リ
ー
ズ

こ
こ
ろ
の
天
気
図　

五
人
女
捕
物
く
ら
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上
中
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秘
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刀
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の
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上
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五
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寛
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平
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弓
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　鳥はなぜ渡るのか、どうやっ
て渡るのか、飛び方、飛ぶ高
さなど、ひとつひとつの行動
を、一般の読者向けに研究者
が読みやすく書いています。

　
利
用
カ
ー
ド
の
有
効
期
限
は
、
カ
ー
ド
を
作
っ
た
日
か
ら

５
年
後
の
誕
生
日
で
す
。

　
有
効
期
限
が
切
れ
る
方
に
は
、窓
口
で
更
新
の
手
続
を
行
っ

て
い
た
だ
く
よ
う
お
願
い
す
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
手
続
は

カ
ー
ド
と
身
分
証
明
書
を
提
示
し
て
い
た
だ
く
だ
け
で
す
。
ご

協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

　
住
所
な
ど
を
変
更
し
た
場
合
は
書
類
を
お
書
き
く
だ
さ
い
。

こ
の
手
続
に
よ
り
、
さ
ら
に
５
年
間
ご
利
用
い
た
だ
け
ま
す
。

同
じ
カ
ー
ド
を
引
き
続
き
利
用
し
ま
す
の
で
、
大
事
に
し
て

い
て
く
だ
さ
い
。

　
ま
た
、
も
し
カ
ー
ド
を
無
く
さ
れ
た
場
合
は
申
し
出
て
く

だ
さ
い
。
再
発
行
で
き
ま
す
が
、
そ
の
際
は
手
数
料
を
い
た

だ
く
こ
と
に
な
り
ま
す
。

利用カードの更新手続
をお願いします

　
「
最
近
、字
が
見
え
に
く
く
な
っ

て
、
本
を
読
む
の
が
お
っ
く
う
に

な
っ
て
し
ま
っ
た
」「
小
さ
い
字
が

見
え
に
く
い
か
ら
、
本
は
嫌
い
」

と
い
う
方
の
強
い
味
方
。
図
書
館

に
は
大
き
な
活
字
で
読
み
や
す
い

「
大
活
字
本
」
が
あ
り
ま
す
。

　

図
書
館
に
は
、
大
き
な
文
字
で

書
か
れ
た
大
活
字
本
と
普
通
の
大

き
さ
の
文
字
で
書
か
れ
た
一
般
書
、

両
方
の
本
が
揃
っ
た
作
品
も
あ
り

ま
す
の
で
、
ど
う
ぞ
ご
利
用
く
だ

さ
い
。

自
由
を
つ
く
る
自
在
に
生
き
る　

妻
を
看
取
る
日　

そ
れ
で
も
私
は
生
き
て
い
る

オ
ル
モ
ス
ト
・
ム
ー
ン

ぼ
く
の
脳
を
返
し
て　

キ
ケ
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午
前
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時
の
サ
ン
ド
リ
ヨ
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も
い
ち
ど
あ
な
た
に
あ
い
た
い
な　

夢
ほ
り
び
と　

ご
っ
つ
い
奴
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Ｒ
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Ｒ
Ａ
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夕
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海
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小
説
新
井
白
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罪
と
罰
の
果
て
に　
　

カ
ッ
コ
ウ
の
卵
は
誰
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も
の　
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光
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刺
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垣
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ー
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介
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森
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誠
一
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大
活
字
本
に
は
、
人
気
の
時
代

小
説
や
、
最
近
映
画
化
さ
れ
た
小

説
、
著
名
人
の
エ
ッ
セ
イ
な
ど
の

読
み
も
の
。
脳
が
鍛
え
ら
れ

る
と
話
題
の
「
音
読
」
の
本
、

実
用
的
な
マ
ナ
ー
を
わ
か
り

や
す
い
イ
ラ
ス
ト
付
き
で
紹

介
し
て
い
る
本
、
心
に
残
る

手
紙
の
本
、
短
歌
・
俳
句
・

川
柳
の
本
な
ど
、幅
広
い
ジ
ャ

ン
ル
で
、
約
７
５
０
を
超
す

タ
イ
ト
ル
が
揃
っ
て
い
ま
す
。

　

図
書
館
閲
覧
室
の
奥
に
大

活
字
本
を
集
め
た
コ
ー
ナ
ー

が
あ
り
ま
す
の
で
、
ご
覧
く

だ
さ
い
。

　

図
書
館
で
所
蔵
す
る
大
活
字

本
全
て
を
掲
載
し
た
「
大
き
な
活

字
の
本
」
リ
ス
ト
が
あ
り
ま
す
。

本
を
選
ぶ
と
き
に
ご
利
用
く
だ
さ

い
。
移
動
図
書
館
車
に
も
載
せ
て

あ
り
ま
す
の
で
、
ご
希
望
の
方
は

職
員
に
お
申
し
出
く
だ
さ
い
。

　

例
え
ば
電
話
で
「
リ
ス
ト
の
○

○
ペ
ー
ジ
の
△
△
番
の
本
を
読
み

た
い
の
で
、
移
動
図
書
館
車
に
積

ん
で
き
て
く
だ
さ
い
」「
は
い
。
た

だ
い
ま
図
書
館
に
あ
り
ま
す
の

で
、
次
の
巡
回
日
に
お
持
ち
し
ま

す
ね
」
と
い
っ
た
感
じ
で
、
リ
ス

ト
を
使
え
ば
電
話
で
予
約
す
る
の

も
簡
単
で
す
。

　ポール・ケリンガー　著
　　　　　 丸　武志　訳
　　　　　 文一総合出版

「
鳥
の
渡
り
を

　
　
　
　
調
べ
て
み
た
ら
」

大
き
な
字
で
読
み
や
す
い

　
「
大
活
字
本
」
を
ご
利
用
く
だ
さ
い

大
活
字
本
と
は

充
実
の
ラ
イ
ン
ナ
ッ
プ

上
手
に
リ
ス
ト
を
使
っ
て

　
「
大
活
字
本
」
利
用
者
に
感
想

を
聞
い
て
み
ま
し
た
。

　
「
め
が
ね
を
か
け
ず
に
読
め
る

の
が
良
い
。」「
小
さ
い
字
を
単
純

に
大
き
く
し
た
も
の
が
読
み
や
す

い
。
字
体
が
変
わ
っ
て
し
ま
う
と

読
み
に
く
い
。」「
字
が
大
き
い
の

で
、
ど
ん
ど
ん
進
ん
で
し
ま
い
、

す
ぐ
読
み
終
え
て
し
ま
う
。」「
何

冊
に
も
な
っ
て
い
る
作
品
は
続
き

を
他
の
人
が
借
り
て
い
て
、
途
中

で
ひ
と
休
み
と
い
う
こ
と
も
あ
る

が
、
仕
方
な
い
で
す
ね
。」

読
み
や
す
い
大
活
字
本

「
あ
れ
っ
？
」

「
な
に
？
」

「
ほ
ん
と
だ
。
い
つ
の
ま
に
か
治
っ
て

「
ね
？
」

「
う
ん
」

「
す
ご
い
で
し
ょ
」

「
た
し
か
に
」

「
あ
れ
っ
？
」

「
な
に
？
」

「
ほ
ん
と
だ
。
い
つ

「
ね
？
」

大活字本（左）と一般書（右）の活字の大きさを比較。
違いは一目瞭然です。大活字本リスト


